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研究領域の概要

• 信頼性・公平性・安全性等を考慮し
ながら、AIと人の共生や多様なAIの
連携を可能とする技術の発展及び
それらを基にした複数の人と複数の
AIによる協働の実現

• 多様なAIと人間が共存し、調和した
共生・協働社会の実現に向けたAI
の開発やその要素技術の研究を推
進

• 人文・社会科学の視点や、医療・教
育・法律などAIが活用される分野ご
との専門的な視点を取り入れた研
究にも取り組む

達成目標

• 安全かつ快適な「人とAIの共生・協
働社会」の実現

研究領域の概要と達成目標
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１．背景
• 人工知能（ＡＩ）関連技術の急速な進化と
社会への普及に伴い、高機能なAI エー
ジェントが人間と協力し、複雑な問題の
解決や業務の効率化、創造性の向上に
貢献

• 多様なAI が乱立し、人間や AI エージェ
ント同士が自律的に相互作用することで
、人間による制御が困難になるというリ
スクも指摘される。

• 人や社会のウェルビーイングに資する
AI やデザインの在り方を検討することが
不可欠

• AIの普及がもたらす社会課題の予兆を
捉え、未然に防ぐ手法の解決も必要

募集・選考・領域運営にあたっての研究総括の方針
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募集・選考・領域運営にあたっての研究総括の方針

1. 研究領域の概要・目的
安全かつ快適な「人とAIの共生・協働社会」の実現に向けて基盤技術を創出

2. 重要視する研究
-社会課題を解決し得る
- AI普及がもたらす社会課題の予兆を捉え未然に防ぐ
-価値創造に繋がる
-倫理性・社会的インパクトがある

3. 評価基準
-独創性・挑戦性
-社会課題解決力
-国際発信力
-人文・社会科学、医学・教育・法学・経済学など多様な専門的視点



2025年度採択課題
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リスクマネジメント・制
度設計

医療／福祉・共生／対話

AI基盤・知識・マルチモーダル
オムロンサイニックエックス・
齋藤
「特定知に適応するマルチモーダ
ル基盤モデルの構築」

東京大・西山
「構成写像型合成時系列行動デー
タを用いた個人適応型AI開発・評価
基盤」

Carnegie Mellon大・白土
「分散知をつなぐLLMエージェントと
評価手法の共創」

クラスター・廣井
「メタバースにおける人-AI協働型コ
ミュニティ形成支援基盤」

技術的テーマ

社会課題解決

課題未然防止

東京大・Long
「高齢社会対応AI医療支援モデル
の構築」

Johns Hopkins大・長谷川
「個別AI社会刺激による孤立ストレ
ス緩和ケアの開発」

東北大・鈴木
「フレームのズレから拓く共創的対
話支援」

慶應大・大澤
「人・双エージェントモデルが拓く拡
張社会」

大阪公立大・植田
「LLMの医療でのバイアス解明と基
盤フレームワーク作成」

大阪大・西川
「人とAIの混合交通における因果責
任の説明可能性」



募集・選考・領域運営にあたっての研究総括の方針
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AI技術の進展、最新動向を踏まえた対応

CREST

・学際的に取り組むチーム型研究

・成果を実空間／サイバー空間で検証することを

期待

さきがけ

・若手研究者による挑戦的な個人型研究

・研究者同士による連携を推進

1. 領域内連携・交流推進
- 定期的な領域会議やワークショップを開
催し、採択者同士の交流・情報共有を促進
-領域内での共同研究を積極的に支援
- CREST「人とAIの共生・協働社会を実現す
る学際的システム基盤の創出」との連携

2. 国際連携・産学連携推進
-国際ネットワークの構築と海外研究者と
の交流・共同研究の積極的推進
-産業界との連携による社会実装・応用の
加速
-外部イベント（学会・見本市等）への成果
発信

3. 期待効果
-異分野融合による新たな知の創出と社会
課題解決への貢献
-日本発AI共生社会構築の基盤強化と、国
際的な研究プレゼンスの向上



• 研究期間：３年半以内（２０２６年１０月 ～ ２０３０年３月末）

• 研究費（直接経費）：上限4,000万円

※総括による精査の結果、採択にあたっては研究費の調整を行う場
合があります。

※上限額一杯まで研究費を要求する必要はありません。研究計画の
遂行に必要な金額を費目別に積算してください。

研究費と研究期間
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他の募集領域との違い
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さきがけ「実世界知能基盤」との違い

⚫ 「実世界知能基盤」領域は、AIのさらなる高度化と実世界への応用

領域の拡大を目指す点で本領域と共通しているが、本領域では、
「AI間の連携」「人とAIの連携」を中心に、サイバー世界での連携も

含めているのに対して、「実世界知能基盤」領域では、サイバー空
間で可能であったものを、物理世界に適用することを前提としてお
り、具体的に、「AI×機械」「AI×脳科学」「AI×通信」など、具体的
に物理世界でのAI高度化を目指している。

⚫加えて本領域では、「実世界知能基盤」領域では主たる対象として
いない、人文社会系との連携・協調を含めており、その点でも差異
がある点に留意。
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募集締切 ５月２６日（火）正午
（ｅ－Ｒａｄによる提出）

たくさんのユニークな提案のご応募を
お待ちしています！
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